
血渠分画製剤“連産品”のコスト構造  
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製造原価  

原料血祭が全く無駄  

●製造する製品数に係わらず製造   

コストはほぼ一定。  
●より多くの製品を製造できれば、   

より多くの利益が得られる。収率   
をあげることも、採算性に貢献す   

る。  
●逆に、製品数が少ないと採算が   

取れない。   

にならない数量。  
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●これらの製品をより多く販売できれ  

ば、追加コストはかからず売上が  

ほとんど利益になる。   

●この製品が原料血祭必要量を決定す   

る。  
●この製品を増量しても収益はあまりあ  

がらない  

製造量  
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